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申請者名 シグニフィ株式会社

様式３号

マイナンバー
カード

マイナポータル
マイナポイ
ント

e-Tax オンライン診療 地域オンライン行政

実施コマ数 6.5 - - - 6.5 -

体制図

講習会等の実施計画

支援員数 アシスタント数 基本講座：実施コマ総数 応用講座：実施コマ総数

3名 4名 26コマ 13コマ

電源の入
れ方等

電話のか
け方等

アプ
リ等

ネットの
使い方等

メール等
の使い方

地図アプリ
の使い方

SNSの
使い方

オンライ
ン会議

安心・
安全

実施コマ数 - - 6.5 6.5 - - 6.5 6.5 -

基本講座

応用講座

【全体概要】 「反復性」と「寄り添い」を大切に、講習会等を実施していく。「反復性」としては、「各講習会終了後に相談会を開く」をひとつの
サイクルとして繰り返す。そして「寄り添い」は、一人ひとりの目的に合わせた目標設定を行い、講師が受講者の参加目的を把握した上で
講習会等を進めていく。以上によって、高齢者のICT機器への苦手意識の克服、利便性の実感に繋がる。

申請者（講師）
シグニフィ株式会社
• 講師、アシスタントの確保や養成

• 講習会等の企画、運営

• 進捗管理

• 広報 等

講習会等の実施予定場所

• 生活リハビリデイサービスりふり

柴又店・春江店

• 地域活動支援センターはるえ野

連携自治体
葛飾区
• 講習会等開催に係る住民への周知広報

アシスタント

生活リハビリデイサービスりふり
• 会場提供
• 申請者主催の事前研修受講

• 講習会等の運営

東京ソテリア
• 会場提供

相談会

３９コマ



利用者向けデジタル活用支援推進事業（地域連携型） 事業全体概要図 2/３
様式３号

講師を確保・養成・管理

講習会等の実施イメージ

講師を確保

シグニフィ株式会社

講師の養成

シグニフィ株式会社

生活リハビリデイサービスりふり

講師の管理

シグニフィ株式会社

システムエンジニアやICT機器を

使用した高齢者向けサービスの
担当者、新卒研修官を選出

教材学習、

介護とITの異業種での

情報交換を定期開催

週1回Zoomでの会議、

適宜Slackでの連絡・指示

介護×ITの体制で

「よりくわしく。よりやさしく。」を合言葉に！

①自社施設ご利用者様向け講習会 ［りふり柴又店・春江店 定員20名］

主に端末貸出。「デジタル」に興味を持っていただくため、基礎講座がメインとなる。

②近隣住民向け講習会 ［りふり柴又店 定員10名］

主に端末持込。より便利に使えることを実感していただけるように応用講座も行う。

③交流のある施設での講習会 ［はるえ野 定員10名］

主に端末貸出。参加者の目的に合わせ、適宜講座を組む。

相談会

（各講習会終了後、毎回開催）

講習会を受けたのち、

疑問やトラブルが発生した際でも

気軽に相談できるように

全講習会にて設ける。

各講座ごとに繰り返す

参加者累計

720名



現在 受講 受講後

アシスタント

生活リハビリデイサービスりふりから4名

（介護職や理学療法士等）

双方向での

事前研修
支援員

シグニフィ株式会社から3名

（システムエンジニアやICT機器を使用した

高齢者向けサービスの担当者）

IT×介護
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事業全体概要図

連携自治体

葛飾区

受講者

自社施設ご利用者様・近隣住民の方・交流施設ご利用者様
近隣住民への周知広報

講習会等の実施

• デジタルに興味がない

• ICT機器を持っているが使いこなせていない

• デジタルに興味を持ってもらう

• デジタル活用の利便性を実感してもらう

• 個人の目的に合わせて

日常的にICT機器を使用していく


